
SALE WEEK 30

COMMENTS

MICRON INDEX

MAIN BUYERS/BALES

TECH- 6,081 VTR- 5,434 FOX- 2,757

DIT- 2,248 LEMP- 2,077 KTEX- 1,912

QLC- 1,837 WILL- 1,785 CTEX- 1,692

MOD- 1,634 GSA- 1,338 ASG- 875

NEXT SALES

Week 31 (1-2/Feb)

SYDNEY 9,860 BALES

MELBOURNE 20,946 BALES

FREMANTLE 8,433 BALES

TOTAL 39,239 BALES TO BE OFFERED

<Motohiro Sydney Office>

上昇。USDベース：＋４～５％

堅調。USDベース：＋１～２％
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Motohiro Weekly Market Report
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AWEX EMI 2011/2012 MICRON INDEX 2011/2012

～18.5mic

The most notable market movement came in the fine micron range this week. There was very strong competition from Europe and China for the small offering of 16.0 and 

16.5 micron. We don’t expect a big volume of these types to be available in coming months so the few selected lots, regardless of the quality, gained strong support from a 

wide range of buyers. There’s just under 40,000 bales available nationally next week and with approximately 30/35% of this offering crossbred wool, there is now more limited 

volume of quality merino on offer. The downside risk for wool prices now appears more limited. In the Sydney market in particular, an order for as few as 50 bales of one type 

in a day will add upward price pressure for that particular range. 

今週の羊毛市場は、中国旧正月休み中にもかかわらず終始堅調展開となった。また並行して為替市場でも豪ドルが対ドルや円に対して大きく上昇しており、外貨ベースの
羊毛価格は先週から更に続伸する結果となった。
競合が最も激しかったのは中番手の２２～２４MICのエリアで、所謂中国タイプ中心に上げ幅を拡大中。細番手に関しては17mic以上のスーパーファインタイプでイタリ
ア勢の動きが幾分活発化していた模様。全出市量の6割近くを占める雑種や紡毛及び裾物タイプは、一部のメリノショートタイプ原料以外は概ね横ばい見当となっている
。あと使い途の少ない雑種のラムはかなり下げている。
中国方面に関しては休み中という事もあり特に目立った商売の動きは聞こえてこないものの、大手メーカー勢中心にこれから実需気を控える一方で貧弱化していく出市状
況を警戒し、まず数量確保を優先した買い方が目につくようになってきている。
為替要因に関しては、最近の中国バイヤーは豪ドルベースで原料手当てをするところが増えており、以前ほど豪ドル相場の振幅がダイレクトに羊毛相場に影響するケース
は少なくなってきているものの、やはり目下のところは需給バランスのタイト感の方が、為替によるコスト上昇以上に買い手に心理的圧力を与えている部分が大きいとみ
る。
今のところ実際の商売低調という事で、資金力のある大手筋の動きが主導している格好だが、ここから更に末端の中小トレーダーの動きが今後活発化してくるようだと相
場的にはかなり要注意。来週以降旧正月休み明けの中国方面の出方次第では相場上昇圧力が高まる可能性もありそうなので要警戒。
波乱要因としては引き続きギリシャ含めたユーロ情勢とそれに伴う為替市場の振幅という外部要因位しか見当たらず、来週の出市量が4万俵を割り込むなど、羊毛業界の
都合的にはそれほど死角は多くない。
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